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東証プライム市場上場企業に求められる

TCFD勧告に基づく

カーボンニュートラルへの取り組みに関する

情報公開

結局、サプライチェーン全体に連鎖することとなり、

中小企業にも多大な影響が出ることが予想される。
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カーボンニュートラルへの挑戦

◼ 気候変動に関するにリスクと機会を評価管理する際に使用する指標と
目標は、GHGプロトコルの方法論に従って計算される必要がある。

◼ GHGプロトコルとは、国際的な温室効果ガス（Greenhouse Gas：GHG）の
排出量の算定と報告の基準

サプライチェーン排出量＝Scope1＋Scope2＋Scope3
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自社グループ内のSCOPE1,2のCO2排出量だけでなく、
部素材の納入までの排出量も管理対象となる。



サプライヤーに求められる報告

◼ プライム上場企業からサプライチェーンを遡って、納入品のGHGプロ
トコルに従ったCO2排出量の報告を求められる。

◼ 販売製品を製造・調達するために排出したGHGのCO2換算排出量情
報の提供

◆ 自社のSCOPE1,2の排出量と、 SCOPE3のうちサプライチェーン上流でのCO2換
算排出量の総和を報告しなければならないことが予想される。

◆ 自社製品の使用にあたって排出されるGHGのCO2換算量排出量に関する情
報提供を求められることが予想される。

◼ サプライイヤーが取るべきアクション

◆ 自社製造工程でのSCOPE1,2のCO2換算排出量の製品原単位の把握

◆ 上流サプライヤーからのSCOPE3のCO2換算排出量の把握
（基本的な部素材が中心であれば、CO2排出量DBから原単位を取得可能）
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SCOPE1・SCOPE2

のCO2排出量を把握する

製品原単位でのCO2排出量の把握が必要となります。
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SCOPE2のほとんどは電力消費
建屋別にしか計測していない

◼ 改正省エネ法の報告のため事業所単位のエネルギー消費量は計測管理され
ている。一部建屋単位やライン単位で管理しているケースもある。

◆ 建屋や生産ライン毎に消費電力を計測しCO2排出量に換算

◆ 売り上げ金額や生産数量に応じて按分し、CO2排出量原単位を算出

◆ 製品毎の原単位等の指標が不正確となり、実態を表していない。（個別の生産量に
よるバラツキなどが反映されない。）

◼ 詳細な指標が算出ができないため、削減目標の設定や管理ができない。
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昼休みに照明を消すなどの従来の
省エネ対策の域を出ない対応しかできない。



SCOPE2の電力消費を
個別の設備装置毎に計測できればよい

◼ 空調・照明等のベースCO2排出量と、個別の生産設備・装置やユーティリ
ティ設備のCO2排出量を計測、固定排出量と変動排出量を算出する。

◼ 実態を正しく把握したCO2排出量を算出できる

◼ 個別の指標をもとに、目標設定や排出量削減対策の実施管理ができる。

◼ 個別に電力計を設置するコストが膨大
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空調
ユーティリティ

これができれば良いが、管理対象を広げるとコス
トが膨大となり現実的ではない。



電力（CO2排出量）の簡易計測方法

◼ 電力計の使用は最少にとどめる。

◼ 単線電流計測で消費電力を予想
（三相三線中の単線のみ計測）

◆ 三線間のバランスを固定として想定

◆ 力率変動や電圧変動を一定として想定

◼ 稼働情報から消費電力値を予測

◆ 個別の設備・装置の稼働状態における消
費電力値を、あらかじめオフラインで計測し
データを保存。装置の稼働状態を取得して
その時点の消費電力を予想

◆ 稼働状態は、三色表示灯や設備の制御系
などから取得

◼ これら消費電力量に電気事業者別排
出係数をかけて、CO2排出量を算出
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設備・装置

V

V

◼ 設備の状況に応じた計測
◼ 力率の想定
◼ 計測電流の絞り込み
◼ 無線センサによる簡易計測

◼ 設備の稼働状況から消費電
力を推定する

◼ タワーライトからの状態取得
◼ PLCなど制御系からの稼働状
態取得



設備装置毎の簡易消費電力計測や
稼働状態データからの算出

◼ 電力計測・単線電流計測などを最適に組み合わせ、最小のコストで最多の管理
対象設備のデータ収集管理

◼ 設備・装置の稼働状態を収集・管理

◆ CO2排出量の管理だけでなく、正確で詳細な稼働管理による生産性向上も期待できる

◼ 日々変化する工程改善・設備変更等に柔軟に対応しなければならない
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空調
ユーティリティ

工場内LANやEnOcean無線などでのデータ収集 データ収集はクラウドへ

◼ 設備の個別の稼働状況が把握できれば、CO2排出量を算出できる

◼ 個別の装置の電力消費状況が分かれば、設備装置の稼働状況を
把握できる



ia-cloud・Node-RED

IAFの提案
IAF（産業オートメーションフォーラム）が

ia-cloud・Node-REDプラットフォームで挑む
カーボンニュートラルへの取り組み



ia-cloud・Node-REDプラットフォームと
は
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製造業DXをDIYで実現する

ia-cloud・Node-REDプラットフォーム

インターネットにさらさない！

VPNも使わない！

工場・生産設備

各種のIoTゲートウエイ

各種センサ

PLC、リモートIO等
各種制御機器

Web標準技術
REST/WS JSON

1年間無償
トライアルサービス実施中

ファイアーウォールの内側
から安全にクラウド利用

DIYで！ ノーコードで！

IoTアプリ開発ができる

各種センサ・リモートIO・コントローラから
のデータ収集がプログラムレスで

ノード（ブロック）を置いて線で繋ぎ、

プロパティーを設定。
エッジアプリが動き出す。

ダッシュボードも
ノーコードで作成できます。

AWS・Azure・GCPなどの
クラウドサービスとも連携
（AI・データ分析・DB等）

Webの標準技術である
REST/JSON、Webscket/JSONで、

十分に安全で簡単手軽な工場IoTを実現



全体のシステム構成
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インターネット

ia-cloudデータ
収集サービス

工場内LAN

ファイアーウォール

DIYアプリケーション

ia-cloud・Node-RED

電流センサ

PLC

タワーライトセンサ

◼ 現場のCO2排出量は、消費電力の簡易計
測や推定値から、DIY作成したNode-REDア
プリケーションにより換算する。

◼ 計測データはia-cloudサービスのDBへ格納
し、どこからでもダッシュボードで確認可能

◼ クラウド接続は、工場のインターネット接続
を安全に利用可

◼ 携帯電話回線や、LPWAも利用可能

◼ DIYでアプリの作成や変更・保守
ができる。



DIYでのエッジアプリケーション作成
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◼ ia-cloud・Node-REDプラットフォームを活

用し、現場の設備・装置に最適な計測
を行い、CO2排出量換算を行うアプリケ
ーションをDIYで作成できる。

◼ Node-REDエディタは、ノードと呼ばれる

機能ブロックを配置し結線、個々のノー
ドのパラメータを設定することで、プロ
グラミングすることなしに、アプリケーシ
ョンを作成可能

◼ 計測データはクラウドへ送出・格納する
と同時にローカルのエッジデバイスにブ
ラウザで接続しモニタも可能

インターネット

ia-cloudデータ
収集サービス



DIYダッシュボードとアプリケーション連携
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インターネット

ia-cloudデータ
収集サービス

◼ ia-cloudのDBからデータを取得し、CO2排出
量を見える化するNode-REDダッシュボード
をDIYで作成できる。

◼ 原単位排出量の算出等も可能

◼ より詳細な分析のため、さまざまなBIツー

ルやダッシュボードツールとのデータ連携
も容易

◼ クラウドサービス間のデータ連携や納入企
業への報告、業界のGHGデータベースなど、
Web APIで幅広く様々なサービスと安全に
連携できる。

Node-RED
ダッシュボードサーバ

◼ 各種DBサービス
◼ ダッシュボード
◼ 分析サービス



CO2排出量計測の簡単なデモ
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One more topic on OPC-UA
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IAF ia-cloudプロジェクトの取り組み
◼ ia-cloud・Node-REDプラットフォームを活用した、DIYで取り組む

CNダッシュボードの普及を推進

◼ ia-cloud・Node-REDプラトフォームは

◆ 多くのSWモジュールがオープンソースSWとして無償で公開されている

◆ ユーザが自由に組み合わせてDIYでのアプリケーション構築ができる

◆ IAFが運用する、1年間の無料トライアルサービスで、POCを実施可能

◼ 商用運用の段階では、IAFメンバが商用のia-cloudサービスを供給

◼ DIYへの不安には、IAF ia-cloudプロジェクトやNode-REDユーザグル
ープによるコミュニティサポート

◼ IAFメンバ企業が構想からシステム構築・運用まで、選択的な有償
サービスも提供

◼ ia-cloud・Node-REDプラットフォームは、IT導入補助金の対象ツール
として採択済み

◆ 導入サポートやカスタマイズも補助金対象

◆ ものづくり補助金など申請もサポートします。
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ご清聴ありがとうございました。

関連サイト

https://ia-cloud.com/

https://node-red.ia-cloud.com/

https://iaf.mstc.or.jp/

ご質問は、下記までいつでもお気軽にお寄せください。

hiro@at-bridge.com
https://consulting.at-bridge.com https://technology.at-bridge.com

https://www.facebook.com/atbridgecnsltg

2022/03/08 18
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